
コロナウイルス感染症における学級閉鎖等の基準に関して、現在、能代市教育委員
会ガイドライン等では、感染拡大防止を図りつつ、生徒の学びを保障するという観点
から、次のように設定されています。

＜学級閉鎖＞
●学級で、複数の生徒が判明し、感染が広がっている可能性が高い場合
●その他、学校、学校医、市教委が協議し、必要と判断した場合

＜学年閉鎖＞
●同一学年で、複数の学級を閉鎖するなど、学年内で感染が広がっている可能性
が高い場合

＜臨時休校＞
●中学校では複数の学年を閉鎖するなど、学校内で感染が広がっている可能性が
高い場合

（学年閉鎖や臨時休校の実施についても、学校、学校医、市教委が協議します）

＜学級閉鎖等の期間＞
●概ね数日～５日程度（土日祝日を含む）

以上の基準により、学級内で感染者が１人判明しても、すぐに学級閉鎖とはなら
ず、その生徒だけ保健所の指示による期間、自宅待機となります。
※部活動に関しては、他の学級や他の学年への感染拡大防止のため１人判明の場合
でも感染者が参加していた部活動は、数日間の休止としたいと思います。
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新型コロナ感染症に関する学校の対応（学級閉鎖）等について


